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　本研究課題のもとで第2次大戦後のイギリスの財政
政策について分析することを意図しているが、本年度
は1940年代から80年代までのそれについて研究を行
った。
　第2次大戦後のイギリスの財政政策の根底をなした
ものは、ケインズ理論の延長線上にあった「雇用政策
白書」とべヴァリッジの「社会保険および関連サーヴ
ィス」であった。完全雇用維持のための総需要管理、
福祉サ・・一一ヴィス計画、社会保障による所得再分配など
について保守、労働両党が大枠で合意し、その枠組み
のなかで政策を行使してきた。こうした一般的なコン
センサスは保守党蔵相R．A．バトラーと労働党首H．ゲイ
ツケルの名を合成する形で、「バツケリズム」と呼ば
れた。
　1950年代、60年代には財政政策を中心とする需要
管理は、緩やかなインフレーションの下で完全雇用を
達成、維持するのに成功した。しかしながら、70年代
にはインフレと失業が同時に進行した。フィリップス
曲線は右下りの勾配をもたず、インフレと失業の時系
列はプラスの傾きをもつと思われたのである。このこ
とは、需要管理政策一所得政策をも含む一の有効性に
疑問を投げかけることになった。1973年から74年に
かけての原油価格の急騰は、この傾向にいっそうの拍
車をかけた。政府の財政的介入を背景に公共部門は拡
大したのであるが、これが失業解消の方策にはならな
かった。
　1979年の総選挙以後に大きな変化が生じた。その
変化とはバツケリズムの放棄であった。インフレの抑
制一最終的には撲滅一が政策目標として最優先され
た。そしてその目標達成のための優先的な手段は貨幣
供給量のコントロールであった。機械的な貨幣数量説
を前提とし、他方で貨幣供給量と財政赤字との間に明
確な関係があると考えられた。インフレ抑制のために
貨幣供給量を減少させるべきであり、貨幣供給量減少
のために財政赤字を削減すべきであるとされた。財政
政策は貨幣面の事情に依存するものとなり、それ自体
独立した政策手段として扱われなくなったのである。
　これが、サッチャー政権の「中期財政金融戦略」の
エッセンスである。失業の増加は、インフレを抑制し
将来の繁栄の基盤を作るためのコストとみなされた。
サッチャー政権は、マネタリストと現代的古典派の政
策的実験を行ったといえる。この実験は1990年代に
入って、メージャー政権に受け継がれることになった
のであるが、それはかなりの部分で変容したものとな
った。
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